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平成 30年度第 5回古賀市スポーツ推進審議会【子ども部会】 会議録 

（要約筆記） 

 

（座長） 

・本日は、2名の委員が欠席で、出席者 2名と少ないがよろしくお願いします。 

・子どもに関する 4ページを、まず 5分程度で読んでいただいて、その後、意見等を伺っていく。 

 

（委員） 

・まず、各ページの「めざす姿」というのは、例えば１８ページでは「子どものさまざまな環境での遊びの活動を充実させ

る」ではなくて、子どもがさまざまな環境で遊びの活動を充実させている、というのがめざす姿ではないか。ほかのところ

を見ると、そうであるところとそうでないところがある。 

・２１ページに書かれているような、「指導者の質的充実が図られている」というのが、めざす姿であると思う。その前のペ

ージは、「創出する」ではなく「創出されている」とすべきである。その辺りを、皆でどう揃えていくかである。 

 

（座長） 

・各ページの「めざす姿」の欄は、体言止めであったりそうでなかったり文章表記がまちまちであるので、そこも揃える必

要がある。 

 

（事務局） 

・表記の仕方については、事務局でも揃えるべきと話しており、今後修正する。どちらに寄せるかは、ご意見を頂きなが

ら調整したい。 

 

（委員） 

・県の場合だと、例えば体力運動能力については「継続的に向上している」とか、5年後の姿は「週に 3回以上運動を

行っている」、１０年後の姿は「・・・している」などの文言になっている。 

 

（座長） 

・親子で遊べる機会や場が「確保されている」という方がよい。 

・１８ページでは、「１．運動あそびの推進」とあり、その下のめざす姿では「遊びの活動」とあり、その辺の表記の統一性

というのもあるのではと思う。 

・全体的に見たときに、子どもの場合は「スポーツ」という言葉を入れたほうがよいのだろうか。例えば 6ページでは、

「子ども・スポーツが好き」とあるが、ここで扱っているのは「運動」というのが多いと思うので、「子ども・運動が好き」として、

運動からスポーツにつながっていっているというふうにステップアップしていくのかなと考える。 

 

（委員） 

・次の「方向性とターゲット」として、文言があってこの目標に至る背景が書かれているが、「子どもたちの多様な遊びを

推進することにより」が方向性であると思うが、「ターゲット」というのは、どういう意味なのだろうか。ビジネスだったら、誰

を対象に、ということだと思う。ここは子どもというチャプターなので、対象が子どもというのは既に分かっている。ここで

いうターゲットの意味を考えるべき。 

・１８ページの「運動が好きな子どもたちの育成に努める」というのがターゲットなのか、例えば、自分はあまり好きではな

いが敢えて数値目標を掲げるならば、週に何回以上子どもたちが運動するようにしていきます、というのであればそれ

がターゲットになり得るとは思う。そういう意味では、ここにはどこにもターゲットが描かれていない。方向性のみである。 

・ターゲットというのは、ここに達成するようにいきましょうとかいうのをさすものである。ビジネスでは誰を対象に、というこ
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とであって、どちらも「的（まと）」という意味合いであるが、この人たちなのか、ここをめざしているのか。 

・１８ページの「運動が好きな子どもたちの育成に努める」というのは、ある種ターゲットであるかなとは思う。１９ページで

は、「・・・の必要があります」とは書かれているが、それではターゲットにならない。 

 

（座長） 

・数値目標を入れるとしたら、このページに入ってくるのか。 

 

（事務局） 

・数値目標の入れ方については、今後検討する。紙面の関係もあり全てに数値目標を網羅するとは言えないので、同

じページに入れるということにはならないかもしれない。別ページになる場合もある。 

 

（委員） 

・数値を入れた場合は、なぜその数値にしたのかとか、前回どうだったのかとか、根拠はとか、それはそれで大変になる

と思う。もちろん入れるのが理想であるのだろうが。 

 

（座長） 

・数値を入れれば、見えやすくはなると思うが。 

・この計画は、市民の方も見られると思う。そうしたときに、言葉の使い方が、１９ページでは「体育授業や学校部活動」

とあり、これは分かると思うが、２０ページでは小学５年生の「課外」とあるが、一般の方はピンとこないと思うので、「学校

外」の外遊びという風に書き換えた方がよい。 

・その他、表現などでここはどうかと思うところはありますか。 

 

（委員） 

・やはり、「ターゲット」のところが気にかかる。 

 

（事務局） 

・現状では、課題しか描き切れていないので、この「ターゲット」というのを別の表現にするというのも一つ考えられるかと

思うが、そうなると内容の書き方も変わってくる。 

 

（委員） 

・やはり、ターゲットについては書いていくべきだと思う。そのために、取り組むべき内容として、何をしますとか。どのペ

ージも、一見シンプルですっきりと見えるが。 

・県だったら、「・・・のために、・・・をします」とか、「・・・になるように、・・・をします」とか、必ずこれは入れないといけない。 

・こういうことをめざすから、こういうことをやっていくというのは、良いと思う。１９ページの中・長期の取組の「ニーズに応

じた学校体育・部活動のあり方についての研究」などは、実態を知らないと絶対にいけないと思うので良いと思う。 

・こういうめざす姿になるために、こういうことをめざします、とするべきで、必要があります、では駄目だと思う。 

・１９ページの「学校部活動」は、正確には「運動部活動」となる。文化部ではないので。 

・「スポーツ医科学」は、正しくは「スポーツ医・科学」となる。 

・１９ページのめざす姿の「学校でのスポーツ活動が生涯スポーツにつながる」は「つながっている」としなくてはならな

いと思うが、このめざす姿は、目標ではあるが、実証するのが難しい。 

 

（座長） 

・捉え方も色々あると思う。学校部活動と生涯スポーツが、総合型みたいに一緒に動いているというような捉え方もある
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だろうし、やってきたから、ずっと年齢が上がってもやっているという、二つの捉え方があるのではないか。表記は難し

いと思う。 

 

（委員） 

・学校教員や部活動指導者に研修を実施させるというのは目標であって、めざす姿ではない。充実させることが取組内

容であって、その結果、こういう姿になっているというのがめざすものである。また学校部活動と社会体育の連携を推進

した結果、こういう姿になっているということである。 

・２０ページも同様で、１０年後にプログラムが出来ているのをめざすのではなくて、プログラムを創出して何とかという捉

え方なのか、本当に１０年後にプログラムが出来上がっているのをめざすのか。１０年後に体験活動が充実しているの

をめざすのか、充実させてないのをめざすのか。 

・取組内容の短期のところで、既に「体験プログラムの創出」がきているから、３～５年後、ここで出来上がって、その姿

が上の「めざす姿」に結果つながっていくのだと思う。 

・２１ページだと、（短期取組で）研修会が開催されたり啓発が実施されたりして、（めざす姿）質的充実が「図られてい

る」状態が１０年後にある。（中・長期）ジュニアスポーツから生涯スポーツへつなぐ取組の調査研究というのがあって、

その結果が現場に還元されて、（めざす姿）子どもたちが心からスポーツを楽しむことができる環境が構築されている、

というつながりである。 

・そうなると、全体的に結構変えないといけなくなる。 

 

（座長） 

・２０ページの、中・長期取組の「行政・地域共働の機運づくり」の「共働」の字はこれでよいのか。 

 

（事務局） 

・行政主導でもなく、地域のみが主体でもなく、共に一体となって関わりあってやっていくという意味合いから、この表記

を選んでいる。 

 

（委員） 

・全体的に見て、気になるところはこれまで述べてきたところである。 

・取組内容については、 具体的に書いた方がいいのではないかなと思うが、他のページを見ても、例えば「情報の一

元化」とか、一言で終わっているところもある。 

・「方向性とターゲット」とあるので、・・・を推進していきます、だと方向性だけでありターゲットがないので、・・・をやって、

これをめざします、という具体的なものが出てこないといけない。 

・「現状」はこうです、だから「課題」としてこんなことをしなくてはならない、そして「方向性」でこういうことをやっていきま

す、その方向性は何に向かっているというターゲットがあって、それによってこういうことをめざすと。それが１０年後に

（めざす姿）こういう姿になりますよという流れである。 

 

（座長） 

・１項目で 1ページにまとめる形にしていくのか。 

 

（事務局） 

・出来るだけシンプルにまとめたいので、1項目 1ページの構成としたい。 

 

（委員） 

・１８ページが一番理想だと思う。これもターゲットをどう捉えるかによるが、さまざまな環境下で子どもたちが遊ぶことの
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できる機会や場の提供をめざすのか、機会や場の提供をもっと強く出していくのか。めざすのか、実現しますなど達す

るのか。「めざす」でもいいのかもしれないが。 

・「育成に努めます」も、「育成を図ります」なのか。それは皆で決めれば自然と決まってくるのであろう。 

・「推進していく必要があります」は「推進します」、「取組が必要である」は「取り組みます」、取り組んで・・・します、とか、

取り組んで、・・・という姿をめざします。日常で運動に触れる時間を増やしていきます。今後の方向性として連携を図

り、・・・して定着を図ります、とか。定着を図る、だったらターゲットになるかもしれない。 

・個人的には、子どものところではないが、２３ページの「方向性とターゲット」の欄の下から 4行目に、今後の方向性と

して書かれているが、ここの下 2行に書かれてあるのが方向性で、「市民の運動定着」と書かれてあるのがターゲットに

なっていると思う。 


